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概要 

▪ Web テクノロジーのみを使用してハイブリッド・アプリケーションを

作成できますが、IBMWorklight® Foundation® を使用すると、必要に

応じてネイティブ・コードと Web コードをミックス・アンド・マッチ

させることができます。 

▪ 例えば、一部のネイティブ UI コントロールを使用すること、アニメー

ション化したネイティブ概要画面を提供すること、iOS または 

Android が提供するネイティブ・エレメントを使用することなどを選

択できます。 

▪ これを行うには、ハイブリッド・アプリケーションの開始フローの 

一部を制御する必要があります。 

▪ このチュートリアルは、ネイティブ iOS 開発の作業知識があることを

前提とします。 
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開始フロー (1/2) 

▪ 新しいハイブリッド・アプリケーションを作成する場合、アプリケーションの

開始フローの各段階を処理するアプリケーション・デリゲートが Worklight に

より生成されます。このファイル (YourAppName.m) を開き、デフォルトのフ

ローについて学習してください。 

▪ Worklight は、空の UIViewController インスタンス (このサンプルでは 

Compatibility50ViewController と呼ばれる) を始動し、これをアプリ

ケーションのルート・ビューとして設定します。 

▪ showSplashScreen メソッドが呼び出され、リソースのロード中に簡単なス

プラッシュ画面が表示されます。この行は、任意のネイティブ概要画面に置き

換えることができます。 

▪ initializeWebFrameworkWithDelegate メソッドにより、Web ビュー

を正しく動作させるために必要なリソースがロードされます。 

▪ Web フレームワークの初期化が完了した直後に 

wlInitWebFrameworkDidCompleteWithResult メソッドが呼び出されま

す。 
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開始フロー (2/2) 

▪ この時点で、デフォルトでは、アプリケーションにスプラッシュ画面がまだ表

示されており、Web ビューはまだ表示されません。 

▪ この実装を変更して、フレームワークにより返される多くの状況コードを処理

できます。 

▪ デフォルトでは、ロードが成功すると、

wlInitDidCompleteSuccessfully メソッドが呼び出されます。 

▪ Cordova Web ビュー・コントローラー (CDVViewController クラス) が初

期化され、アプリケーションの開始ページが設定されます。 

▪ 次に、Cordova コントローラーがルート・ビューの子として追加され、画面

に表示されます。 

▪ 前述したように独自のカスタム概要画面を作成する場合、ネイティブ画面での

作業が終了するまで、Cordova ビューの表示を遅らせることが必要な場合が

あります。 
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ネイティブ SplashScreen サンプル (1/7) 

9 
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ネイティブ SplashScreen サンプル (2/7) 
 

▪ NativeUIInHybrid プロジェクトをダウンロードします。このプロジェクト

には、NativeSplashScreen という名前のハイブリッド・アプリケーション

が含まれます。 

▪ このサンプルでは、Page View Controller を使用して、アプリケーション

にスライド式の概要を表示します。 

▪ ユーザー・インターフェースは、XCode の Storyboard を使用して作成さ

れています。 

▪ スライドを処理するために、2 つのクラス PageViewController および 

PageContentViewController が作成されています。 

▪ UIPageViewController でチュートリアルをオンライン検索します。 
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ネイティブ SplashScreen サンプル (3/7) 
 

▪ MyAppDelegate.didFinishLaunchingWithOptions メソッドで、 

ウィンドウが初期化され、PageViewController インスタンスがウィンドウ
のルートとして設定されます。 

 

@implementation MyAppDelegate 

- (BOOL)application:(UIApplication *)application 

didFinishLaunchingWithOptions:(NSDictionary *)launchOptions 

{ 

//... 

     self.window = [[UIWindow alloc] initWithFrame:[[UIScreen 

mainScreen] bounds]]; 

     

     PageViewController* pageViewController = [[UIStoryboard 

storyboardWithName:@"Storyboard" bundle: nil] 

instantiateViewControllerWithIdentifier:@"PageViewController"]; 

     [self.window setRootViewController:pageViewController]; 

     [self.window makeKeyAndVisible]; 

    //.. 

} 
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ネイティブ SplashScreen サンプル (4/7) 
 

▪ initializeWebFrameworkWithDelegate メソッドが 

didFinishLaunchingWithOptions メソッド内から呼び出されます。 

▪ このメソッドにより、バックグラウンドで Worklight フレームワークが
初期化されます。フレームワークが初期化されると 
wlInitWebFrameworkDidCompleteWithResult メソッドが呼び出さ

れます。 
 

@implementation MyAppDelegate 

- (BOOL)application:(UIApplication *)application 

didFinishLaunchingWithOptions:(NSDictionary *)launchOptions 

{ 

 //... 

    [self.window setRootViewController:pageViewController]; 

    [self.window makeKeyAndVisible]; 

    [[WL sharedInstance] initializeWebFrameworkWithDelegate:self]; 

    return result; 

} 
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ネイティブ SplashScreen サンプル (5/7) 
 

▪ wlInitWebFrameworkDidCompleteWithResult メソッド内で、
WLWebFrameworkInitResult オブジェクトの statusCode 値に基づき、

異なるシナリオを処理できます。 

▪ このサンプルでは、一般的なケースの 
WLWebFrameworkInitResultSuccess 値のみ変更されています。 

 

-(void)wlInitWebFrameworkDidCompleteWithResult:(WLWebFrameworkInitResult 

*)result 

{ 

    if ([result statusCode] == WLWebFrameworkInitResultSuccess) { 

        [self wlInitDidCompleteSuccessfully]; 

    } else { 

        [self wlInitDidFailWithResult:result]; 

    } 

} 
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ネイティブ SplashScreen サンプル (6/7) 
 

▪ wlInitDidCompleteSuccessfully で、Cordova コントローラーが準備

されますが、まだ表示されません。 

▪ オプションで、JavaScript コードの初期化をバックグラウンドで開始する
場合は、フレームをそれ自体に設定して、バックグラウンドで Web ビュー
が初期化されるようにします。 

 

-(void)wlInitDidCompleteSuccessfully 

{ 

     // Create a Cordova View Controller 

     self.cordovaViewController = [[CDVViewController alloc] init] ; 

     self.cordovaViewController.startPage = [[WL sharedInstance] 

mainHtmlFilePath]; 

      

//This will trigger initialization in the background, optional 

self.cordovaViewController.view.frame = 

self.cordovaViewController.view.frame;      

} 
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ネイティブ SplashScreen サンプル (7/7) 

▪ このサンプルでは、PageViewController インスタンスは、
onSplashScreenDone (AppDelegate) という名前のカスタム・メソッドを  

トリガーするボタンで終了します。 

▪ onSplashScreen カスタム・メソッドは、フローが中断された場所から   

再開され、事前に初期化されている Cordova ビューを表示します。 

 

-(void)onSplashScreenDone { 

    UIViewController* rootViewController = [[Compatibility50ViewController 

alloc] init]; 

     

    [self.window setRootViewController:rootViewController]; 

    [self.window makeKeyAndVisible]; 

     

    self.cordovaViewController.view.frame = rootViewController.view.bounds; 

     

    [rootViewController addChildViewController:self.cordovaViewController]; 

    [rootViewController.view addSubview:self.cordovaViewController.view]; 

} 
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JavaScript からネイティブへの送信アクション (1/2) 

▪ Worklight アプリケーションで、(JavaScript を使用した) Web ビューか

ら (Objective-C で作成された) ネイティブ・クラスにパラメーターを含

むコマンドを送信します。 

▪ この機能を使用すると、ネイティブ・コードをトリガーしてバックグ

ラウンドで実行すること、ネイティブ UI を更新すること、ネイティブ

のみの機能を使用することなどができます。 

▪ JavaScript で、 WL.App.sendActionToNative("doSomething", 

{ customData: 12345} ); を記述します。 

ここで、doSomething は、ネイティブ側で使用する任意のアクション

名で (次のスライドを参照)、2 番目のパラメーターはデータを含む 

JSON オブジェクトです。 

17 
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JavaScript からネイティブへの送信アクション (2/2) 

▪ アクションを受け取るネイティブ・クラスで WLActionReceiver プロトコルを

実装する必要があります。 

@interface MyReceiver: NSObject <WLActionReceiver>{} 

 

▪ WLActionReceiver プロトコルには onActionReceived メソッドが必要です。

このメソッドで、アクション名をチェックし、アクションに必要なネイティブ・ 
コードを実行します。 

-(void) onActionReceived:(NSString *)action withData:(NSDictionary *) data 

{ 

    if ([action isEqualToString:@"doSomething"]){ 

       // perform required actions, e.g., update native user interface 

    } 

} 

▪ アクションの受信側で Worklight Web ビューからアクションを受け取るために、こ

のアクションを登録する必要があります。アプリケーションの開始フロー中にアク
ションを登録することで、十分早くアクションをキャッチできます。 

[[WL sharedInstance] addActionReceiver:myReceiver]; 
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ネイティブから JavaScript への送信アクション (1/2) 

▪ Worklight アプリケーションで、ネイティブ Objective-C コードから Web ビューの 

JavaScript コードにパラメーターを含むコマンドを送信できます。 

▪ この機能を使用すると、ネイティブ・メソッドから応答を受け取ること、バック 

グラウンド・コードの実行終了時に Web ビューに通知すること、ネイティブ UI で 

Web ビューのコンテンツを制御することなどができます。 

▪ Objective-C から以下を使用します: sendActionToJS 

NSDictionary *data = @{@"someProperty": @"12345"}; 

[[WL sharedInstance] sendActionToJS:@"doSomething" withData:data]; 

ここで、「doSomething」は、JavaScript 側で使用する任意のアクション名で (次のスラ

イドを参照)、2 番目のパラメーターはデータを含む NSDictionary オブジェクトです。 
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ネイティブから JavaScript への送信アクション (2/2) 

▪ アクション名を検証し、JavaScript コードを実装する任意の名前の JavaScript 関数
を作成します。 

 

function actionReceiver(received){ 

  if (received.action == "doSomething" && received.data.someProperty == 

"12345"){  

    //perform required actions, e.g., update web user interface 

  } 

} 

▪ アクションを受け取るためにこの JavaScript 関数を登録します。この関数で、でき

るだけ早くこれらのアクションを処理するために、JavaScript コードで十分に早い

段階に関数を登録します。 

WL.App.addActionReceiver ("MyActionReceiverId", actionReceiver); 

▪ 1 番目のパラメーターは任意の名前です。これを後で使用して、アクションの受信

側を削除できます。 

WL.App.removeActionReceiver("MyActionReceiverId"); 

21 
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SendAction サンプル - プレビュー 
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SendAction サンプル - 概要 

▪ NativeUIInHybrid プロジェクトをダウンロードします。このプロ 

ジェクトには、SendAction という名前のハイブリッド・アプリ 

ケーションが含まれます。 

▪ このサンプルでは、画面が 2 つの部分に分割されます。 

▪ 上半分は Cordova Web ビューで、住所を入力するためのフォーム

が含まれます。 

▪ 下半分はネイティブ・マップ・ビューで、入力した場所が有効な

場合には、その場所が表示されます。 

▪ 住所が無効の場合、ネイティブ・マップはエラーを Web ビューに

転送し、その Web ビューでエラーが表示されます。 

▪ このサンプルには MapKit フレームワークが必要です。 

24 
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SendAction サンプル - HTML 

▪ HTML ページには、次のオブジェクトが表示されます。 

▪ 住所を入力するために簡単な入力フィールド。 

▪ 検証をトリガーするためのボタン。 

▪ エラー・メッセージがある場合にそれを表示するための空の <p> 行。 

 

<p>This is a Worklight WebView.</p> 

<p>Enter a valid address (requires Internet connection):<br/> 

     <input type="text" name="address" id="address"/>  

<input type="button" value="Display" id="displayBtn"/> 

 </p> 

 <p id="errorMsg" style="color:red;"></p> 
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SendAction サンプル - JavaScript 

▪ ボタンをクリックすると、sendActionToNative メソッドが呼び出され、住所が

ネイティブ・コードに送信されます。 

 
$('#displayBtn').on('click', function(){ 

 $('#errorMsg').empty(); 

 WL.App.sendActionToNative("displayAddress",  

    { address: $('#address').val()} 

  ); 

 }); 

▪ ネイティブ・コードから送られてくる可能性のあるエラー・メッセージを表示する
ために、このコードでアクションの受信側も登録します。 

 
WL.App.addActionReceiver ("MyActionReceiverId", function 

actionReceiver(received){ 

  if(received.action == 'displayError'){ 

   $('#errorMsg').html(received.data.errorReason); 

  } 

 }); 
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SendAction サンプル - Storyboard 

▪ インターフェースは Storyboard ファイルで設計されています。 

▪ これは、ViewController カスタム・クラスを使用した汎用的なビュー・コント

ローラーを特徴とします (後述します)。 

▪ このビュー・コントローラーには MKMapView オブジェクトとコンテナー・ビュー

が含まれます。 

▪ コンテナー・ビューには、HybridScreenViewController クラスを使用するよ

うに設定されたビュー・コントローラーが含まれます (後述します)。 

27 
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SendAction サンプル - HybridScreenViewController 

▪ HybridScreenViewController は、CDVViewController 

(Worklight 提供の Cordova Web ビュー) を拡張したものです。
@interface HybridScreenViewController : 

CDVViewController 

▪ このクラスの実装は、Cordova Web ビューの startPage の設定を
除いてほとんど空です。 

 

@implementation HybridScreenViewController 

- (id)initWithCoder:(NSCoder*)aDecoder { 

    self = [super initWithCoder:aDecoder]; 

    self.startPage = [[WL sharedInstance] mainHtmlFilePath]; 

    return self; 

} 

//... 
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SendAction サンプル – ViewController (1/5) 

▪ ViewController クラスは UIViewController を拡張したクラス

です。 

▪ このクラスには、プロパティーとして MKMapView オブジェクトへ

の参照が含まれます。 

▪ このクラスは MKMapViewDelegate プロトコルに準拠しています。

これは、マップに関する更新を受け取るためです。 

▪ このクラスは WLActionReceiver プロトコルに準拠しています。

これは、Worklight Web ビューからアクションを受け取るためです。 

▪ このクラスには、ジオコーディングの住所を使用可能にするために 

CLGeocoder オブジェクトへの参照が含まれます。 
 

@interface ViewController ()<MKMapViewDelegate, WLActionReceiver> 

@property (weak, nonatomic) IBOutlet MKMapView *map; 

@property CLGeocoder* geocoder; 

@end 

 29 
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SendAction サンプル - ViewController (2/5) 

▪ コントローラーのタイトルが設定され、

UINavigationController オブジェクトの一部として表示され

ます。 

▪ geocoder が初期化されます。 

▪ マップ・デリゲートが設定されます。 

▪ ViewController が Worklight のアクション受信側として登録さ

れます。 
- (void)viewDidLoad 

{ 

    [super viewDidLoad]; 

    self.title = @"This is a native header"; 

    self.geocoder = [[CLGeocoder alloc] init]; 

    [self.map setDelegate:self]; 

    [[WL sharedInstance] addActionReceiver:self]; 

} 
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SendAction サンプル - ViewController (3/5) 

▪ ユーザーがフォームを送信すると、onActionReceived メソッド

が呼び出されます。 

▪ アクション名がチェックされ、入力された住所が取得されます。 

▪ geocoder に住所が渡されます。 
 

-(void) onActionReceived:(NSString *)action withData:(NSDictionary *) data { 

    if ([action isEqualToString:@"displayAddress"] 

        && [data objectForKey:@"address"]){ 

        NSString* address = (NSString*) [data objectForKey:@"address"]; 

        [self.geocoder geocodeAddressString:address 

                    completionHandler:^(NSArray* placemarks, NSError* error){ 

                              //DO STUFF - next slide... 

                               

                    }]; 

    } 

} 
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SendAction サンプル - ViewController (4/5) 

▪ 場所が見つかると、その地域が中心となり、新しい MKPlacemark 

がマップに追加されます。 

 
completionHandler:^(NSArray* placemarks, NSError* error){ 

    if([placemarks count]){ 

        CLPlacemark *topResult = [placemarks objectAtIndex:0]; 

        float spanX = 0.00725; 

        float spanY = 0.00725; 

        MKCoordinateRegion region; 

        region.center.latitude = topResult.location.coordinate.latitude; 

        region.center.longitude = topResult.location.coordinate.longitude; 

        region.span = MKCoordinateSpanMake(spanX, spanY); 

        [self.map setRegion:region animated:YES]; 

         

        MKPlacemark *placemark = [[MKPlacemark alloc]initWithPlacemark:topResult]; 

        [self.map addAnnotation:placemark]; 

    } 

} 
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SendAction サンプル - ViewController (5/5) 

▪ 検索が失敗した場合、または場所が見つからない場合、
sendActionToJS メソッドが呼び出され、エラーが Web ビュー

に送信されます。 
 

completionHandler:^(NSArray* placemarks, NSError* error){ 

    if([placemarks count]){ 

        //... 

    } 

    else{ 

        [[WL sharedInstance] sendActionToJS:@"displayError" 

                            withData:@{@"errorReason": [error localizedDescription]} 

         ]; 

    } 

} 
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SendAction サンプル - MyAppDelegate 

▪ デフォルトの Compatibility50ViewController クラスは、UIViewController クラスではな

く UINavigationController クラスを拡張するために変更されています。この変更により、ネイ

ティブ・ヘッダーが追加されます。 

@interface Compatibility50ViewController : UINavigationController 

▪ アプリケーション・デリゲートの didFinishLaunchingWithOptions メソッドは、Worklight によ

り生成され、この例では未変更のままです。 

▪ wlInitDidCompleteSuccessfully 状況コードは変更され、CDVViewController オブジェクト

を直接ロードする代わりに、Storyboard から ViewController オブジェクトがロードされます。 

▪ JavaScript はまだ始動していないため、スプラッシュ画面はネイティブ・コードでは非表示です。 

 

-(void)wlInitDidCompleteSuccessfully 

{ 

    UINavigationController* rootViewController = self.window.rootViewController; 

    ViewController* viewController = [[UIStoryboard storyboardWithName:@"Storyboard" 

bundle:nil] instantiateViewControllerWithIdentifier:@"ViewController"]; 

    [rootViewController pushViewController:viewController animated:YES]; 

    [[WL sharedInstance] hideSplashScreen]; 

} 
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アジェンダ 
 

▪ 概要 

▪ 開始フロー 

▪ ネイティブ SplashScreen のサンプル 

▪ JavaScript からネイティブへの送信アクション 

▪ ネイティブから JavaScript への送信アクション 

▪ SendAction のサンプル 

▪ 共有セッション 
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共有セッション 

▪ 同じアプリケーションで JavaScript とネイティブ・コードの両方を 

使用するとき、場合により Worklight サーバーに対して HTTP 要求を

行う必要があります (接続、プロシージャーの呼び出しなど)。 

▪ HTTP 要求については他のチュートリアルで説明します (ハイブリッド

とネイティブの両方)。 

▪ Worklight 6.2 以降、JavaScript クライアントとネイティブ・クライア

ントの間でセッション (Cookie および HTTP ヘッダー) 自動的に同期

を保ちます。 

36 
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サポートおよびコメント 

▪ IBM Worklight の一連の文書、トレーニング資料、および質問をポストできるオンライン・フォーラムはすべて、次の IBM Web サイトか
らご覧になれます。 

– http://www.ibm.com/mobile-docs 

▪ サポート 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポート (ソフトウェア・メンテナンスと呼ばれる場合もあります) は、パスポート・アドバン
テージおよびパスポート・アドバンテージ・エクスプレスから購入されたライセンスに含まれています。International Passport 
Advantage Agreement および IBM International Passport Advantage Express Agreement の追加情報については、次のパスポート・ア
ドバンテージ Web サイトを参照してください。 

• http://www.ibm.com/software/passportadvantage 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポートが有効になっている場合、IBM は、インストールおよび使用法 (ハウツー) に関する短
期間の FAQ に対するサポートや、コード関連の質問に対するサポートを提供します。詳しくは、次の IBM ソフトウェア・サポート
・ハンドブックを参照してください。 

• http://www.ibm.com/support/handbook 

▪ ご意見 

– 本資料に関するご意見をお寄せください。本資料の具体的な誤りや欠落、正確性、編成、題材、または完成度に関するご意見をお寄
せください。お寄せいただくご意見は、本マニュアルまたは製品の情報、およびその情報の提示方法に関するもののみとしてくださ
い。 

– 製品の技術的な質問および情報、および価格については、担当の IBM 営業所、IBM ビジネス・パートナー、または認定リマーケター
にお問い合わせください。 

– IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは
配布することができるものとします。IBM またはいかなる組織も、お客様から提示された問題についてご連絡を差し上げる場合にの
み、お客様が提供する個人情報を使用するものとします。 

– どうぞよろしくお願いいたします。 

– 次の IBM Worklight Developer Edition サポート・コミュニティーにご意見をお寄せください。 

• https://www.ibm.com/developerworks/mobile/worklight/connect.html 

– IBM からの回答を希望される場合は、以下の情報をご連絡ください。 

• 氏名 

• 住所 

• 企業または組織 

• 電話番号 

• E メール・アドレス 
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